


「紙製容器包装 ３Ｒ改善事例集 第10版」の発行にあたって

平成１８年に成立・公布された「改正容器包装リサイクル法」では、効果的

な３Ｒの推進、リサイクルに要する社会全体のコストの効率化、主体間の連携

が要求されています。平成１７年１０月の日本経団連「実効ある容器包装リサ

イクル制度の構築に向けて」の提言を受けて、事業者は「３Ｒ推進団体連絡

会」を結成し、容器包装の素材グループごとに自主行動計画を策定し、容器包

装の３Ｒ推進に一層努力することの重要性を表明しました。

容器包装３Ｒの取組みは、資源の有効な利用や環境負荷の軽減といった側面

と共に、コストダウンや企業価値の向上に繋がり、又そのような商品の提供や

情報交換により消費者との連携を深める効果も期待されます。

当推進協議会では自主行動計画の遂行の一環として、実績を上げている各社

の成果を波及させ業界全体のレベルアップを図るために、紙製容器包装に関わ

る３Ｒ改善事例集を毎年発行しております。今回も収集に当っては、環境配慮

に関してできるだけ広範囲にわたる３Ｒ事例が対象となるよう心掛けました。

３Ｒ事例というと先ず軽量化・薄肉化などを思い浮かべますが、それ以外にも

様々な手法や試みが実施されていることがご理解いただけると思います。

今年度は新しい事例の他に、平成２５〜２７年度の事例を取組み手法別に整

理する形で第１０版を編集いたしました。

平成２８年度は、容リ法見直しに向けた経済産業省・環境省の合同審議会

で、５月には、「容器包装リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報

告書」が了承され、６月には、３Ｒ推進団体連絡会より第三次自主行動計画

（2016〜2020年）を発表、１２月のフォローアップ報告から紙製容器包装の平

成２７年度実績を掲載して第１０版を作成いたしました。

お客様まで中身商品を安全に、品質を保ってお届けすることと、必要な商品

情報を正確に伝えることが容器包装の最優先の機能でありますが、その上で、

個々の容器包装でどのような環境配慮が可能であるかを検討し実行することが

求められています。

各社、各団体におかれまして、本誌が更なる３Ｒの推進にご活用いただけれ

ば幸いです。

平成２８年１２月

紙製容器包装リサイクル推進協議会
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地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（賢い選択）」について

　日本は、11月8日、国会での承認を経て、2020年以降の温室効果ガス排出削減

のための新たな国際枠組み「パリ協定」の締結を決定しました。我が国は2030年

度の温室効果ガスの排出量を2013年度比で26％削減する目標を掲げています。

　目標の達成に向け、国内対策の柱の一つとなる国民運動の旗印である「COOL 

CHOICE」のもと、低炭素型の製品・サービス・ライフスタイルなど温暖化対策

に資するあらゆる「賢い選択」の推進に取り組んでいます。

　例えば、使い終わった紙を種類ごとに分別する。

　　　　　（新聞紙、雑誌、段ボール、紙製容器包装、飲料用紙容器、など）

　例えば、紙以外のものは混ぜないでしっかり分ける。

　　　　　（プラスチックや金属類など）

　例えば、リサイクルされた紙を選んで使う。

という「選択」も、CO2削減に資するため、「COOL CHOICE」です。

　ロゴマークの矢印の先にあるものが、地球温暖化対策につながる賢い選択

「COOL CHOICE」です。

　みんなが一丸となって温暖化対策に資する賢い選択を行ってもらうため、政

府・産業界・労働界・自治体・NPO等が連携して、広く国民に呼びかけています。

未来の地球のために、「COOL CHOICE」にぜひご賛同ください。

　　◆ご賛同はこちらから

　　　http://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/join.html

「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」のロゴマーク



平成28年度

紙製容器包装3R改善事例
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リデュース事例



― 5―

リデュース

リデュース



― 6―

リデュース

リデュース



― 7―

リデュース

リデュース



― 8―

リデュース

リデュース



― 9―

リデュース

リデュース



― 10 ―

リデュース

リデュース



― 11 ―

リデュース

リデュース



― 12 ―

リデュース

リデュース



― 13 ―

リデュース

リデュース



― 14 ―

リデュース

リデュース



― 15 ―

リデュース

リデュース



― 16 ―

17

17

18

18

19

19

20

20



― 17 ―

リユース

リユース



― 18 ―

リサイクル

リサイクル



― 19 ―

リサイクルシステム
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環境配慮
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紙製容器包装3Rの取組み
（平成25～27年度改善事例より）
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容器包装３Ｒのための
自主行動計画
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